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万が一に備え
技術を磨く！

広広報報

消防団小型ポンプ操法大会
（関連記事 13 ページ）
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施
政
方
針

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
私
は
「
お
お
い

に
新
風
！
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

町
政
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

安
定
的
な
発
展
が
見
通
せ
な
い
状
況

の
中
で
、
現
状
を
維
持
す
る
た
め
の

施
策
と
、
閉
塞
感
の
ま
ん
延
す
る
状

況
を
打
開
す
る
た
め
の
新
た
な
取
り

組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
施
策
と
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
進
め
、
町
の
活
性
化

を
見
い
だ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
第
一
に
公
益
に
資
す

る
視
点
に
立
っ
た
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
広
く
受
け
止
め
、
対
話
と

議
論
を
通
じ
て
政
策
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
姿
勢
を

持
っ
て
、
進
め
た
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

一
つ
に
は
現
実
を
見
据
え
た
中
で
速

や
か
に
取
り
組
む
必
要
の
あ
る
「
今

を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
、
二
つ
目
に
は
、
将
来
に
備
え
て

今
か
ら
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
将
来
に
、
夢
の
ひ
ろ
が
る
ま
ち

づ
く
り
」
で
す
。
町
の
活
性
化
と
新

た
な
可
能
性
、
何
よ
り
一
歩
踏
み
出

す
こ
と
の
喜
び
と
、
将
来
の
夢
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
町
づ
く
り
に
向

か
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
肝

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
課
題
の
山

積
す
る
状
況
で
す
が
、
何
事
に
お
い

て
も
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

深
い
ご
理
解
と
、
活
力
を
創
造
す
る

た
め
の
政
策
提
言
な
ど
、
建
設
的
な

ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
と
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 

町
の
活
性
化
を
見
い
だ
す

■ 
ま
ち
づ
く
り
の
２
つ
の
柱

おおいに新風！みんなが主役のまちづくり

　

６
月
定
例
会
が
６
月
９
日
か
ら
24
日
ま
で
開
か
れ
、
中
塚
町
長
が

　

平
成
26
年
度
施
政
方
針
と
６
月
補
正
予
算
編
成
の
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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【特集】平成 26 年度施政方針・6月補正予算主要事業

主
要
事
業

　

６
月
補
正
予
算
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
や
議
論
の
経
過
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
の

必
要
性
や
緊
急
度
合
い
を
考
慮
し
な
が
ら
計
上
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
６
月
補
正

予
算
で
計
上
し
た
主
な
事
業
は
左
の
と
お
り
で
す
。
※
（　

）
は
補
正
後
の
事
業
費

で
、
事
業
の
説
明
は
、
６
月
補
正
予
算
で
要
求
し
た
主
な
内
容
で
す
。

災
害
に
強
い
町

■ 
今
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

■ 

将
来
に
夢
の
ひ
ろ
が
る
ま
ち
づ
く
り

▼
防
災
対
策
事
業
（
２
，
６
０
５
万
円
）

・
町
地
域
防
災
計
画
の
修
正
に
要
す
る
経
費
や
、
原
子
力
防
災
資
機
材
の
購
入
費
な

　

ど
▼
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
運
営
事
業
（
１
億
７
，
４
７
１
万
円
）

・
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
た
際
、
瞬
時
に
住
民
へ
伝
達
す
る
た
め
の
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
の
改
修
経
費
な
ど

▼
小
学
校
校
舎
等
改
修
事
業
（
１
億
２
，
２
６
２
万
円
）

▼
中
学
校
校
舎
等
改
修
事
業
（
２
億
３
，
１
９
９
万
円
）

・
町
内
小
中
学
校
の
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
費
な
ど

▼
排
水
路
管
理
事
業
（
２
，
５
３
０
万
円
）

・
本
郷
地
区
の
浸
水
対
策
の
設
計
業
務
費
用
な
ど

地
場
産
業
を
守
る
町

▼
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
（
２
，
７
０
０
万
円
）

・
米
以
外
の
作
物
の
作
付
け
面
積
や
出
荷
等
に
対
す
る
助
成
費
（
サ
ト
イ
モ
、
ホ

　

ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
を
追
加
）

▼
き
の
こ
の
森
管
理
運
営
事
業
（
９
，
７
９
３
万
円
）

・
き
の
こ
の
森
を
「
賑
わ
い
」「
交
流
」「
体
験
」
な
ど
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に

　

利
活
用
し
た
施
設
と
し
て
再
整
備
の
計
画
策
定
費
用
な
ど

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成

産
業
振
興

▼
企
業
振
興
対
策
事
業
（
１
，
４
８
７
万
円
）

・
企
業
誘
致
の
た
め
の
事
前
調
査
費
用
な
ど

▼
商
工
等
事
業
所
省
エ
ネ
化
推
進
事
業
（
５
０
０
万
円
）

・
事
業
所
の
省
エ
ネ
化
・
新
設
・
改
修
工
事
費
に
対
す
る
助
成
費
用
な
ど

道
路
整
備

▼
道
路
新
設
改
良
事
業
（
１
億
７
，
４
４
２
万
円
）

・
本
郷
間
原
堤
防
線
（
み
の
り
の
橋
〜
間
原
橋
ま
で
）
の
道
路
改
良
経
費
な
ど

交
流
人
口
と
定
住
人
口
の
増
加

▼
観
光
振
興
対
策
事
業
（
２
，
０
０
１
万
円
）

・
サ
ウ
ル
コ
ス
福
井
の
公
式
戦
開
催
費
用
や
、
名
田
庄
槙
谷
区
ホ
タ
ル
の
里
公
園

　

の
再
整
備
費
用
な
ど

▼
町
営
住
宅
管
理
事
業  

長
井
（
２
，
３
３
４
万
円
）

・
東
浜
区
の
町
営
住
宅
の
老
朽
化
に
伴
う
再
整
備
計
画
策
定
費
用
な
ど

▼
住
宅
用
地
造
成
事
業
（
４
９
９
万
円
）

・
名
田
庄
三
重
区
に
整
備
す
る
住
宅
分
譲
地
造
成
実
施
設
計
費
用
な
ど

▼
小
学
校
管
理
事
業
（
２
億
０
，
７
２
０
万
円
）

▼
中
学
校
管
理
事
業
（
１
億
２
，
６
０
８
万
円
）

・
各
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
や
電
子
黒
板
等
の
配
備
経
費

暮
ら
し
安
心
の
町

▼
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
補
助
事
業
（
１
，
０
４
４
万
円
）

・
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
４
施
設
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
消
防
設
備

　

を
設
置
す
る
費
用
な
ど
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骨
格
予
算
か
ら
肉
付
け
予
算
へ

　

６
月
９
日
〜
６
月
24
日
の
議
会
を
経
て
骨

格
予
算
に
肉
付
け
が
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
前
年
度
当
初
比
７
・
１
％
減　

　

町
の
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
9 8
億

４
，
７
４
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
一

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
１
１
４
万
円
が

今
年
度
の
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。
歳
入
で
は
、

前
年
度
当
初
と
比
べ
て
７
・
１ 

％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
町
税
な
ど
の
自
主
財
源

は
計
48
億
８
，
３
５
０
万
（
49
・
６
％
）
で

国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
は
49
億

６
，
３
９
５
万
円
（
50
・
４
％
）
と
な
り
ま

し
た
。

前
年
度
当
初
と
の
比
較

　

支
出
面
で
前
年
度
と
比
べ
て
大
き
く
増
加

平成 26 年度 6 月補正平成 26 年度 6 月補正  

繰入金 3 億 8,608 万円（-53.5%）

財産収入など 6,695 万円（4.4%）

 諸収入 2億 9,166 万円（14.8％）

使用料および手数料 5,670 万円
                                     （-4.0%）

町税
40 億 2811 万円
（0.5%）

国庫支出金
22 億 1,480 万円
（-15.1%）

 地方交付税
        13 億 6,600 万円

（5.3%）

県支出金
11 億 9,745 万円
（-2.5%）

分担金および負担金
5,400 万円（10.2%）

一般会計歳入

総務課  ☎77・1111

自主財源　49.6％
依存財源　50.4％

歳入
98億 4,745 万円
（-7.1％）

主主

財財

源源

依依
存存

財財

源源

　６月補正予算が中塚町政の最初の本格予算となります。このページで

は本格予算の歳入・歳出がどのように計上されたかをみてみましょう。

「将来に夢の広がるまちづくり」「将来に夢の広がるまちづくり」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（　）内は前年度当初予算比

自

その他 1億 8,570 万円

　　　　(-9.3％ )
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特　別　会　計　名 予　算　額
前年度比
（％）

後期高齢者医療事業 8,885 万円 ▲    0.5

国民健康保険事業 8億 8,325 万円   6.7

国民健康保険診療事業 9,798 万円   8.9

介護保険事業 8億 9,358 万円  10.2

介護サービス事業 510 万円  2.8

簡易水道事業 2億 6,402 万円 ▲  27.4

農業集落排水事業 3億 9,562 万円 ▲    5.1

特定環境保全公共
下水道事業

1億 1,608 万円  11.1

合　　計 27 億 4,448 万円  1.3

し
た
の
は
災
害
復
旧
費
52
・
８
％
増
、
昨
年

の
台
風
18
号
に
よ
り
被
災
し
た
安
川
頭
首
工

の
災
害
復
旧
工
事
費
な
ど
で
す
。
ま
た
骨
格

予
算
編
成
の
た
め
計
上
を
見
送
っ
て
い
た
消

防
費
で
す
が
、
大
飯
分
署
庁
舎
改
修
工
事
に

係
る
若
狭
消
防
組
合
へ
の
負
担
金
が
肉
付
け

さ
れ
19
・
３
％
増
。
前
年
度
に
比
べ
10
％
以

上
減
額
し
た
科
目
は
総
務
費
、
衛
生
費
、
商

工
費
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
総
務
費
は
前
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
18
・
２
％
減
、
衛
生
費
は

28
・
２
％
減
、
商
工
費
21
・
７
％
減
と
な
り

ま
し
た
。

特
別
会
計
は
１
・
３
％
増

　

町
に
は
８
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計
の
予
算
規
模
は
27  

億

（　）内は前年度当初予算比

議会費
1億 1,458 万円（3.2%）

災害復旧費 1億 1,151 万円（52.8%）

公債費
3億 5,862 万円（-6.4%） 

予備費 2,000 万円（± 0%）

総務費
16 億 646 万円
（-18.2%）

民生費
18 億 7,315 万円
（-2.4%）

歳出
98 億 4,745 万円
（-7.1％）

農林水産業費
17 億 5,873 万円
（-2.9%）

教育費
16 億 5,720 万円
（0.5%）

土木費
8億 8,274 万円
（0.4%）

一般会計歳出

４
，
４
４
８
万
円
で
骨
格
予
算
か
ら

８
，
０
７
８
万
円
増
額
さ
し
て
い
ま
す
。
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
、
農

業
集
落
排
水
事
業
は
前
年
度
よ
り
少
な
く
予

算
計
上
し
ま
し
た
。
簡
易
水
道
事
業
で
は
、

本
郷
地
区
簡
易
水
道
改
良
事
業
の
予
算
が
前

年
度
よ
り
少
な
く
計
上
し
た
た
め
27
・
４
％
減

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
右
記
の
も
の
を
除
く

他
の
５
つ
の
事
業
で
、
増
額
と
な
っ
て
い
る

た
め
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
１
・
３
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特別会計

労働費 4,950 万円（± 0%）
商工費 3 億 5,675 万円（-21.7％）

 消防費 3 億 3,420 万円　　
　　               （19.3％）

衛生費

7億 2,401 万円

（-28.2％）

　　  【用語解説】
●一般会計
　地方公共団体の行政運営上
基本的な分野を行う会計
●特別会計
　特定の事業を特定の収入を
もって行う会計
●歳入・歳出
　会計年度におけるすべての
収入を歳入といい、すべての
支出を歳出という。
●自主財源・依存財源
　町が自主的に調達するお金
かどうかによって歳入を区分
したもの
●国庫支出金
　特定の目的のために国から
交付されるお金
●県支出金
　特定の目的のために県から
交付されるお金
●地方交付税
　町の財政力などに応じて国
から交付されるお金
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清⽔副町⻑にきいてみました！！
清水　邦夫
略歴

昭和４０年１月１５日生

昭和６２年３月　　　　　静岡大学人文学部法学科卒業

昭和６２年４月　　　　　福井県職員採用

平成２５年４月　　　　　義務教育課参事

平成２６年６月　　　　　福井県退職

平成２６年６月２５日　　おおい町副町長就任　

　

６
月
25
日
に
お
お
い
町
の
新
副
町

長
に
就
任
さ
れ
た
清
水
邦
夫
氏
。
お

お
い
町
の
印
象
、
今
の
想
い
、
そ
し

て
マ
イ
ブ
ー
ム
ま
で
！

ー
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
お
い
副
町
長
に
就
任
さ
れ
た
今
の

気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ー

　

副
町
長
と
い
う
、
や
り
が
い
の
あ

る
大
き
な
職
務
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

そ
の
責
任
の
重
さ
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

も
あ
り
ま
す
が
、
お
お
い
町
の
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
、
一
生
懸
命
に
努

力
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
ろ
い
ろ
と

ア
イ
デ
ア
や
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
町
民
が
明
る
く
元
気
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
全
線
開
通
と

い
う
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
、

外
か
ら
も
人
を
呼
び
込
み
、
活
気
あ

る
町
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

仕
事
は
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
も
活
か

し
、
し
っ
か
り
と
一
歩
ず
つ
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

最
近
は
時
代
小
説
に
は
ま
っ
て
い

ま
す
。
佐
伯
泰
英
の
「
居
眠
り
磐
音
」

シ
リ
ー
ズ
や
池
波
正
太
郎
の
「
鬼
平

犯
科
帳
」
な
ど
を
読
み
な
が
ら
、
ま

っ
た
り
と
過
ご
す
時
間
が
気
に
入
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
釣
り
は
小
さ
い
頃
に
川
釣

り
を
し
た
経
験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
お
い
町
で
、
ぜ
ひ
海
釣
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ー
町
民
の
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
ー

　
「
住
ん
で
良
し
、
訪
れ
て
良
し
」
の

お
お
い
町
は
、
ま
だ
ま
だ
大
き
く
飛

躍
で
き
る
力
を
持
っ
た
、
素
晴
ら
し

い
地
域
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
発
展
に
尽
力
す
る
決
意
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ー
お
お
い
町
の
印
象
は
い
か
が
で
す

か
ー

　

ま
さ
に
「
海
あ
り
・
山
あ
り
」
で
、

様
々
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
自
然
豊
か
で
住
み
や
す
い
、

非
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
良
い
地

域
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

嶺
南
出
身
な
の
で
、
あ
る
程
度
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
海
沿
い
に
立

地
す
る
「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」
が
す

ご
く
立
派
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
や
レ
ス

ト
ラ
ン
、
道
の
駅
、
こ
ど
も
家
族
館

な
ど
多
く
の
施
設
が
集
中
し
て
立
地

し
て
お
り
、
県
外
の
方
々
に
も
自
信

を
持
っ
て
お
勧
め
で
き
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。

ー
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
を
教
え
て

く
だ
さ
い
ー

　

や
は
り
「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」
で

す
が
、「
き
の
こ
の
森
」
や
「
暦
会
館
」

も
じ
っ
く
り
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ー
マ
イ
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
熱
く
語
っ

て
く
だ
さ
い
ー



　

郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に

「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
中
に
宛
先
を
明
記
し
て

120
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
の
う
え
、
役
場
総
務
課

（〒
９
１
９

ー
２
１
１
１
福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷

136
の
１
の
１
）
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

８
月
14
日
㈭
ま
で
、
受
付
時
間
は
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。(

た
だ
し
土
曜
、

日
曜
は
除
く)

　

郵
送
の
場
合
は
、
「書
留
郵
便
」(

８
月

12
日
㈫
以
降
の
郵
送
は

「速
達
書
留
」)

と
し
、
８
月
14
日
㈭
ま
で
の
消
印
の
あ
る

も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

問  

総
務
課　

☎
77
・
１
１
１
１　

9

▼
職
務
内
容

事　

務　

一
般
事
務
に
従
事

▼
受
験
資
格

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方(

資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん)

▼
第
１
次
試
験

日　

時　

９
月
21
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
８
時
45
分
か
ら

場　

所　

県
立
若
狭
高
等
学
校

　
　
　
　

  

（小
浜
市
千
種
１
丁
目
６
ー
13
）

方　

法　

教
養
試
験
、
適
正
試
験

発　

表　

10
月
中
旬
に
お
お
い
町
役
場
お
よ

び
名
田
庄
総
合
事
務
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
第
２
次
試
験

日　

時　

11
月
上
旬
に
行
う
予
定
で
す
。

日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
第
１
次
試
験
の
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

方　

法　

面
接
試
験
、
作
文
試
験

▼
最
終
合
格
発
表　

11
月
中
旬
に
お
お
い

町
役
場
お
よ
び
名
田
庄
総
合
事
務
所
に
掲

示
す
る
ほ
か
、
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
受
験
手
続

　

申
込
用
紙
は
、お
お
い
町
役
場
（総
務
課
）

お
よ
び
名
田
庄
総
合
事
務
所

（
管
理
課
）

で
交
付
し
ま
す
。

来春採用予定の

職員を募集します

電気自動車、プラグインハイブリッド自動車
の購入と充電設備の設置を促進します 問　企画課 　77・1111

　町では電気自動車等の導入を促進し、地球温暖化防止や大気

汚染の改善を図ることを目的として、電気自動車等の購入や充

電設備の設置費用の一部を補助します。新たにプラグインハイ

ブリッド車も補助の対象になりました。

補助対象 補助対象者 補助金額 備　　　考

電気自動車、
プラグインハイ
ブリッド自動車

①町内に住所を有して
　いる個人
②町内に主たる事務所
　または事業所を有する
　法人および個人事業者

電気自動車等の車種によ
り、金額が決まっています
上限２０万円
（千円未満切り捨て）

新車の電気自動車、プラグイン
ハイブリッド自動車を対象

充電設備
設置工事費の２分の１
上限５万円
（千円未満切り捨て）

普通充電設備、急速充電設備い
ずれも対象

町職員募集
・ 試験区分　　　　事務

・ 採用予定人数　若干名
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保
育
園
の
リ
ズ
ム
発
表
会
の
見
学
に

行
き
ま
し
た
。
園
児
た
ち
の
可
愛
ら

し
い
演
奏
や
踊
り
に
、
涙
と
笑
顔
が

溢
れ
る
な
ご
や
か
な
発
表
会
見
学
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う

な
催
し
に
参
加
し
て
地
域
の
方
々
と

の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み
は
、
皆

さ
ん
で
協
力
し
合
い
、
い
た
わ
り
あ

い
な
が
ら
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。
見
学
な
ど
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

支
援
・
要
介
護
の
高
齢
者
に
対
し

て
『
通
い
』『
訪
問
』『
泊
ま
り
』
の

３
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
を
自
由
な
組
み

合
わ
せ
で
提
供
す
る
定
額
制
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

お
お
い
町
で
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
５
カ
所
の
小
規
模
多
機
能
ホ
ー

ム
を
運
営
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
、

平
成
で
は
な
く
昭
和
の
大
合
併
前
の

旧
村
単
位
（
奥
名
田
↓
知
三
↓
佐
分

利
↓
本
郷
↓
大
島
の
順
）
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
ひ
だ
ま
り
が
第
１
号
で

す
。

　

ひ
だ
ま
り
で
展
開
さ
れ
る
事
業
に

は
、
５
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

【
１ 

介
護
職
員
以
外
の
地
域
福
祉
担

当
者
を
配
置
】

　

ひ
だ
ま
り
で
は
介
護
職
員
以
外
に

も
、
地
域
福
祉
担
当
職
員
を
１
名
配

置
し
、
各
区
の
民
生
委
員
、
福
祉
推

進
員
、
区
長
を
定
期
訪
問
し
、
地
域

の
課
題
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
医
療
や
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
枠

を
越
え
た
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

【
２ 

利
用
者
さ
ん
の
社
会
的
役
割
を

復
活
】

　

ひ
だ
ま
り
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
利
用
者
さ
ん
は
、要
支
援
・

要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
方
々
で
す
。

そ
う
い
う
と
、
常
に
だ
れ
か
に
お
世

話
さ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
１
日

中
、
お
世
話
が
必
要
な
方
も
お
ら
れ

ま
す
が
、
利
用
者
さ
ん
全
員
が
そ
う

と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。

　

か
つ
て
ほ
ど
動
け
な
い
も
の
の
、

比
較
的
お
元
気
な
高
齢
男
性
な
ら
ば
、

ま
だ
ま
だ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
ね
。
例
え
ば
、
昔
取
っ
た
杵
柄
で
、

し
め
縄
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
も
、
そ
れ
を
住
民
の
み
な
さ
ま
に

飾
っ
て
も
ら
う
代
わ
り
に
、
共
同
募

金
の
寄
付
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

５
０
本
の
し
め
縄
が
１
万
円
の
募
金

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
所
の
方

か
ら
い
た
だ
い
た
木
材
を
加
工
し
、

杖
立
て
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

作
品
は
名
田
庄
診
療
所
に
も
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

名
田
庄
特
産
の
自
然
薯
づ
く
り
も
し

て
い
て
、収
穫
し
た
ら
家
に
持
ち
帰
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
足
腰
が
弱
く

な
っ
た
り
、
物
忘
れ
が
進
ん
で
き
た

女
性
の
利
用
者
さ
ん
も
、
男
性
陣
に

負
け
て
は
い
ま
せ
ん
。
ひ
だ
ま
り
で

は
、
豆
炊
き
か
ら
始
め
る
昔
な
が
ら

の
味
噌
づ
く
り
を
女
性
利
用
者
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
職
員
の
方
が

教
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
役
割
を
持

ち
働
く
っ
て
大
切
で
す
し
、
す
ば
ら

し
い
で
す
ね
。

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り
の

　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
が
優
秀
賞
に
！ 
そ
の
１

　

つ
い
先
日
、
と
っ
て
も
う
れ
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
お
お
い

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
“
ひ
だ
ま

り
”
で
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
で
す
。
７
月
13
日
に
富
山

市
で
開
催
さ
れ
た
北
陸
三
県
国
保

地
域
医
療
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
と
介
護
の

連
携
』
で
、
ひ
だ
ま
り
の
管
理
者

だ
っ
た
下
野
茂
樹
さ
ん
が
発
表
し
、

優
秀
賞
を
取
っ
た
の
で
す
。

　

今
月
、
来
月
と
２
回
に
わ
た
り
、

そ
の
発
表
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
は
、
要

名田庄診療所長　中村伸一

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
利
用
者
さ

ん
が
少
人
数
で
共
同
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
家
事
を
分
担
す
る
な
ど
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
心
が
け
て
お
り
、
自
宅
で
過
ご
す
の

と
同
じ
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

・
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す

　
『
お
寿
司
パ
ー
テ
ィ
ー
』

　

業
者
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
に
好
み
の
お
寿
司
を
握
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
の

中
、
最
初
は
控
え
め
な
皆
さ
ん
で
し
た

が
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、「
せ
っ
か
く

来
て
く
れ
た
の
だ
か
ら
・
・
」
と
好
き

な
ネ
タ
を
注
文
す
る
な
ど
、
お
腹
い
っ

ぱ
い
お
寿
司
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
新
鮮
で
美
味
し
い
！
」
や
「
た

ま
に
は
こ
う
い
う
の
も
え
え
な
ぁ
」
な

ど
の
嬉
し
い
声
や
笑
顔
も
た
く
さ
ん
見

ら
れ
、
楽
し
く
賑
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　
『
園
児
と
の
交
流
』

　

利
用
者
さ
ん
と
職
員
と
で
、
本
郷

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

な
ご
み　
　

☎
77
・
２
７
５
３

※
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。



1111

お気軽にご相談ください

保健福祉センターなごみ内

地域包括支援センター ☎ 77・2770
あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　　　　　 ☎ 67・2000

問い合わせ問い合わせ
✿噛む回数を増やして唾液の分泌を促進する

✿うがいの回数を増やす

✿耳の前や顎の下を手でマッサージ

✿外側の歯茎を舌でなぞり 1周する（反対周りも）

✿「パタカラ」と大きく口を動かしながら発音

歯が 20 本以上あると、だいたいの食べ物をよく噛んで食べることができ

ます。そして、よく噛んで食べることで低栄養や認知症、肥満の予防にも

効果があります。歯が抜けた場合でも入れ歯を使えば口の機能が回復する

ので、歯が抜けたまま放っておかないでおきましょう。

しっかり噛めると生活の質がＵＰ

Point　誤嚥（ごえん）や口の乾燥予防ポイント

しっかり噛めると、唾液がよく出て消化を促進し、酵素の働きでご飯のお

いしさをより味わえます。いろいろな食品も食べられるので必要な栄養素

がバランスよく摂れます。

脳が活性化される 運動機能が向上する 表情がいきいきする ことばも明瞭に

一般的にだ液は、1日 1.5 ～ 2 リットル分泌され

ると言われています。

高齢期になるとストレスや薬の影響、噛む力の

低下などで唾液の分泌量が減ってしまいます。

そのため、口の中が乾燥したり、食事が飲み込

みにくい、発音がしにくいなどの症状がでてき

ます。
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　今年 20周年を迎えるスーパー大火勢。そのメインイベントの１つ

「松明行列」用の松明作りを子どもたちが手伝ってくれました。

　普段はあまりしない作業に子どもたちは興味津々。松明の先がと

れないように力いっぱいギュッ！っと針金で縛る等、お母さん、お

父さん達と協力して、一生懸命作成作業に取り組んでいました。

　最後は作成した１６０本の松明を見て、みんな笑顔を輝かせてい

ました。（6月 14 日　本郷小学校）

本番がたのしみ！
ＰＴＡ親子松明作り

第 64 回社会を明るくする運動

　（6月 30 日　おおい町役場）

浜開き安全祈願 式　(7 月 3日　塩浜海水浴場 )

　７月にしては珍しい涼しい日の朝、老人クラブのグラウ

ンドゴルフ大会が開催されました。

あいにく開始直後から雨が降り始めましたが、大会長の今

川善雄さんの「ケガのないように元気よくプレーしましょ

う」というあいさつのとおり参加した人たちはケガもなく、

「雨なんて関係ない」といわんばかりの和気あいあいとした

雰囲気の中、大会は最後まで行われました。

（7月 3日　運動公園内多目的グラウンド）

　

雨

商工会青年部清掃活動　(6 月 10 日　坂本高浜線 )　

なんて吹き飛ばす
第 9回老人クラブ グラウンドゴルフ大会
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区民の期待を背負って完成
水舎小屋竣工式

　第７回消防ポンプ操法大会が行われました。

　団員らの士気高揚、消防操法の向上を目的とした本大会

は毎年開催されており、今年は１０チームが参加しました。

どのチームも各地区で練習してきた正確な動作と迅速な放

水技術を披露し、町を守る消防団として頼もしい姿を見せ

てくれました。 （6月 29 日　あきない館前）

達が町を守る！俺
第７回おおい消防団消防ポンプ操法大会

順位 出場部名
１ 第５分団第３部
２ 第４分団第１部
３ 第３分団第２部

　地元の有志の手によって川上区に水舎小屋が完成し、２２日行われた

竣工式では、大人から子どもまで約８０人が集まり新しい憩いの場の誕

生を祝いました。区民２０人ほどが、作りました。小屋の中には椅子な

どを設置して歓談の場に、池には川魚などを放し自然と調和した憩いの

場を目指します。

　完成式でのあいさつで有志代表の藤原義隆さんは「高齢化が進んでい

ても、皆で力を合わせれば前へ進める証」とこれからの利用に期待を込

めました。(6 月 22 日　川上 )
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　6 月 29 日（日）、佐分利小学校児童を
対象に「公民館職員と遊ぼう」を開催し
ました。
　２回目の今回は、ペーパープレーンづ
くりとびっくりお菓子づくり（炊飯器を
使ったホットケーキづくり）を行いまし
た。子どもたちは手に接着剤をつけなが

読書会
3日（日）
10:00 ～ 11:30
対象　読書会会員、一般

ブランケットファミリー
3日（日）
10:00 ～ 11:30
内容　絵本の読み聞かせ、
　　　工作など

読書会「源氏物語を読む会」
14 日（木）
13:30 ～ 15:00

 

布えほんサークル活動
5日 ,26 日（火）
19:00 ～ 21:00
対象　一般、ボランティア
内容　布絵本作り 音楽とお話を楽しむ会

26日（火）
11:00 ～ 11:30
対象　0歳から4歳までの乳
　　　幼児と保護者
内容　日本語と英語のお話・
　　　手遊び歌で遊びます。

おはなし会 おひざでだっこ
21 日（木）
10:30 ～（20 分程度）
対象　０～3歳児とその保護者
内容　絵本の読み聞かせ、手あ
　　　そび、わらべうたなど

ら飛行機を作りあげ、誰が 1番飛ぶか
競っていました。
　焼きあがったホットケーキに歓声を
上げ、みんなでおいしくいただきまし
た。
　これからも定期的に開催しますので、
児童の皆さんはぜひご参加ください。

（里山文化交流センター）☎ 67-3250

☎ 77-2820 ☎ 67-3703

ブックスタート
1日（金）
13:00 ～ 14:00
演じ手　図書館職員等
対象　6,7 ヶ月児
場所　保健センターなごみ
内容　絵本の読み聞かせ おはなし会 おはなしのへや

17 日（日）
15:00 ～（20 分程度）
対象　3歳～小学校低学年
内容　絵本の読み聞かせ

フラメンコ教室
14日 ,28 日（木）
19:30 ～ 21:00
講師　石田　ちなみ 氏

おはなし会
23日（土）
14:00 ～ 14:30
演じ手　図書館職員等
対象　小学校低学年児童
内容　絵本の読み聞かせ

町民野球大会
24日（日）8:00 ～
対象　町民一般
場所　総合運動公園野球場 他

第 6回舞台技術講習会（初級）（全 10回）
20日（水）19:30 ～ 21:30
内容　舞台照明について　座学①　実習①　　※申込必要

布絵本の会
11日（月）
13:30 ～ 15:30
内容　布絵本作り

歴史体験教室
　～縄文土器作り～
24日（日）
13:30 ～ 15:30
講師　きのこの森陶芸館
　　　スタッフ
対象　小学生～一般
内容　縄文土器作り

名田庄文七踊大会
2日（土）
20:30 ～ 21:50
場所　里山文化交流センター駐車場

誰かと里山で音楽会
3日（日）開場 12:30　開演 13:00
出演者　ファニーカンパニージャズオーケストラ、
　　　　Sing J-Roy with 小林　寛明
入場料　無料

寄せ植え教室
27日（水）15:30 ～ 17:00
講師　相蘇　龍一 氏
内容　季節の花の寄せ植え
参加料　2,000 円（材料代）

夏休み！わくわくアニメ
上映会「アナと雪の女王」
18日（月）
14:00 ～／ 19:00 ～
入場料　無料
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8月

　中央公民館生涯学習推進事業「文化教
室」では、着物着付け教室を開催しました。
　自分で着物が着られたら、また子ども
に着せられたらとそれぞれの思いの中、
沢山の方が参加されました。
　まず最初に着物のたたみ方等から始ま
り、夏の浴衣帯や、手結びのお太鼓を習

いました。初めて聞く言葉や動きに四苦
八苦でしたが、着付けの基礎やポイント
を習うにつれスムーズに着られるように
なってきました。
　夏の盆踊り・秋のお茶会等いろんな場
所に着物でお出かけしてください。

学習掲示板学習掲示板

（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

（総合町民センター）☎ 77-1150 （ふるさと交流センター）☎ 78-1211

親子釣り体験事業
　地元の漁船に乗って親子で釣り体験！
24日（日）
集合時間　8:00　
集合場所　はかまぜ交流センター
対象　大島地域在住の児童・生徒とその保護者
参加費　500 円

町を楽しむ会 定例会
20日（水）
19:30 ～
施設見学や史跡めぐりを通し

て、町のことを話し合います。

随時ご参加ください。

ばんば踊り大会
17日（日）18:30 ～ 21:00
内容　踊り、模擬店、アトラクション等
※雨天時は、センター内で実施します。

ダンス教室
12日 ,26 日（火）
19:00 ～ 20:00
講師　藤井　良子 氏
対象　中学生以上
内容　いろいろな種類のダン
　　　ス（初心者向け）

女性の美と健康教室
24日（日）13:30 ～ 16:00
講師　松見　直和 氏、塩野　栄作 氏
　　　（カイロプラティック整体師）
内容　体のゆがみを矯正する体操
参加料　200 円
定員　10 名（事前申込必要）
持ち物　タオル　　※動きやすい服装でご参加ください。

第 4回ヨーガ教室
23日（土）10:00 ～ 11:30
講師　小牧　理絵子 氏
場所　あみーシャン大飯ふれあいホール

生生涯涯

河川生体観察会
20日（水）13:30 ～ 15:30
講師　萩原　茂男 氏（NPO法人森林楽校・森んこ）
場所　新鞍神社周辺
内容　佐分利川の生物の捕獲と観察
※濡れても良い服装と運動靴でご参加ください。

昔話・語り部講演会
23日（土）14:00 ～ 14:30
講師　志水　美知代 氏
内容　佐分利地区のお話一話他
参加料　無料

パッチワーク教室
7日（木）,26 日（火）10:00 ～ 15:00
講師　中島　敦子 氏
対象　一般

青少年愛護センター大飯支部　巡回指導
15日（金）,19 日（火），20日（水），21日（木）,29 日（金）
17:00 ～ 17:30

場所　JR 若狭本郷駅前

ふるさと踊りフェスティバル

～ばんば踊り、本郷おどり、大島踊り、

名田庄文七踊り、おおい音頭、名田庄音頭等～

8 日（金）19:00 ～ 21:40（受付　18:30 ～）
場所　こども家族館横広場
　　　（雨天時　おおい町総合町民センター）
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と　

き　

 

８
月
14
日
㈭　

と
こ
ろ　

う
み
ん
ぴ
あ
マ
リ
ー
ナ
沖

【
応
募
方
法
】　

ハ
ガ
キ
、
電
子
メ
ー

ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
応
募
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
マ
リ
ー
ナ

　
　

☎
77
・
２
４
１
０

【
応
募
締
切
】　

８
月
９
日
㈯ 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
当
選
者
の
み
電
話

に
て
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

　

公
立
小
浜
病
院
組
合
で
は
、
27
年

度
の
新
規
職
員
募
集
を
行
い
ま
す
。

【
募
集
職
種
お
よ
び
人
数
】

 

・
看
護
師　
　
　
　

20
名

・
薬
剤
師　
　
　
　

３
名

 

・
臨
床
検
査
技
師　

１
名

 

・
社
会
福
祉
士　
　

１
名

 

・
事
務
職
員　
　
　

１
名

※
募
集
期
間
、
試
験
日
な
ど
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院

　
　

総
務
課
☎
52
・
０
９
９
０

サ
イ
ト(http

://w
w
w
.courts.

go.jp/saiban/ga_kansai/index.
htm
l)

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

福
井
地
方
裁
判
所

   　
 

☎
０
７
７
６
・
91
・
５
０
５
３

☆
健
康
な
歯
づ
く
り
に
関
す
る
標
語

【
応
募
規
定
】

・
福
井
県
在
住
の
方

・
歯
お
よ
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に 

　

関
す
る
も
の

【
応
募
方
法
】

・
は
が
き
に
「
氏
名
、
郵
便
番
号
、　

年
齢
」、「
住
所
、
電
話
番
号
」、「
標
語
」

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】

平
成
26
年
９
月
19
日
㈮

問　

福
井
県
歯
科
医
師
会　

　
　

〒
９
１
０
ー
０
０
０
１　

　
　

福
井
市
大
願
寺
３
丁
目
４
の
１

　
　

☎
０
７
７
６
・
21
・
５
５
１
１

　

ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
本

人
や
家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　

福
井
県
総
合
福
祉
相
談
所

　
　

☎
０
７
７
６
・
26
・
４
４
０
０

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
！
多
く
の
方
が
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
海
は
楽
し
い
こ
と
だ

け
で
は
な
く
多
く
の
危
険
が
潜
ん
で
い

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
次

の
注
意
事
項
を
守
っ
て
安
全
に
楽
し
く

遊
び
ま
し
ょ
う
。

１　

飲
酒
を
し
て
の
水
泳
は
絶
対
に
や

　
　

め
ま
し
ょ
う

２　

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
は
目
を
離

　
　

さ
な
い

３　

ボ
ー
ト
に
乗
る
時
は
、
大
人
も
子

　
　

ど
も
も
必
ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

　
　

着
用
を

問　

敦
賀
海
上
保
安
部

　
　

☎
０
７
７
０
・
22
・
０
１
９
１

お
知
ら
せ
ら
せ

■おおい町役場■おおい町役場
　☎ 77-1111㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155㈹

■あっとほ～むいきいき館■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000㈹

■ iネットぴあプラザ■ iネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

人身 7件
死者 0人
傷者 10人
物損 67件

町 （平成 26年 6月 30日現在）

　死亡事故０
ゼロ

継続日数
  683 日

人権相談人権相談

日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じます。相談無料で秘密は固
く守られますのでご安心くだ
さい。

夏
を
安
全
に

　

楽
し
む
た
め
に

小
浜
病
院

　
　

職
員
募
集

民
事
調
停
で

　

よ
り
よ
い
解
決

　

民
事
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
方

法
は
裁
判
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

民
事
調
停
と
い
う
話
合
い
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
裁
判
所
が
法
的
な
考
え

方
と
ト
ラ
ブ
ル
の
実
情
を
踏
ま
え
た

解
決
案
を
提
案
し
ま
す
。
も
っ
と
知

り
た
い
と
い
う
方
は
裁
判
所
ウ
ェ
ブ

健
康
は

　
　

よ
い
歯
か
ら

　
県
で
は
、
８
０
２
０
運
動(

80
歳

に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

保
と
う)

の
推
進
の
一
環
と
し
て
「
高

齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行

い
ま
す
。
同
時
に
歯
・
口
腔
の
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
標
語
の
作
品
も
募

集
し
ま
す
。

☆
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

【
応
募
規
定
】

・
福
井
県
在
住
の
方

・
平
成
26
年
９
月
19
日
時
点
で

　

満
80
歳
以
上
の
方

・
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
残
っ
て
い  

　

る
方

【
応
募
方
法
】

・
電
話
に
よ
り
応
募
に
な
り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず

　
　
　
　

相
談
を

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で

自
然
を
感
じ
よ
う

　
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
マ
リ
ー
ナ
で
、

ヨ
ッ
ト
セ
イ
リ
ン
グ
体
験
を
行
い
ま

す
。
自
分
の
手
で
、
ヨ
ッ
ト
を
動
か

し
て
自
然
の
魅
力
を
体
験
し
よ
う
。
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れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成

27
年
３
年
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方

【
申
込
】　

若
狭
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課
ま
た
は
管
内
の
各
分
署
で
配

布問　

若
狭
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　

総
務
課
☎
53 

・
５
２
１
２

若
狭
消
防
組
合　

　
　
　

職
員
募
集

　

若
狭
消
防
組
合
で
は
、
27
年
度
の

新
規
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

【
職
種
】　

消
防
吏
員

【
採
用
予
定
人
数
】　

４
名

【
受
付
期
間
】
８
月
１
日
㈮
〜
８
月

15
日
㈮

【
試
験
日
】
９
月
21
日
㈰

【
受
験
資
格
】　

昭
和
62
年
４
月
２
日

〜
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

あ
な
た
の
声
を

　
　
　

町
政
に
！

　
「
町
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議

会
」「
よ
り
身
近
な
議
会
」
を
め
ざ
し
、

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
２
日
㈯ 

、
３
日
㈰　
　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ　

２
日　

　
　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
日　
　

　
　

は
ま
か
ぜ
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
く
い
の
こ
と

　

も
っ
と
知
ろ
う

　

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
全
線
開
通

に
伴
っ
た
企
画
展
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
観
光
マ
ッ
プ
の
配
布
な
ど
も

行
っ
て
い
る
他
「
渡
辺
市
太
郎　

若

越
寳
鑑
」
な
ど
貴
重
資
料
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
は
！

期　

間　

８
月
27
日
ま
で

※
休
館
日
を
除
く

と
こ
ろ　

若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー
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大
飯
大
飯      

発
電
所

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

と
ぴ
っ
く
す

TopicsTopics

　大飯発電所では、風速 100m/ 秒の竜巻が発生した場合に鋼製材が飛来すると想定

し、これらの飛来物から安全上重要な機器である海水ポンプ等を守るため、飛来物

対策設備を設置しています。

　この他にも、大飯発電所では自然現象により安全上重要な機器が同時に使えなく

なることを防止するため、自然現象の想定を大幅に引き上げた防護対策を実施して

います。

大飯発電所大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,408.0億kwh 8,645日

１号機１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,217.3億kwh 8,018日

３号機３号機 118 万 KW 平成3年12月 1,748.6億kwh 6,186日

４号機４号機 118 万 KW 平成5年2月 1,760.8億kwh 6,201日

※発電電力量および日数は平成 26 年 6月末日現在の数値です。

7 月 8月

第 24 回定期検査中

  　　     　         第 24 回定期検査中

第 16回定期検査中

第 15回定期検査中

平成 26年

海水ポンプ竜巻飛来物対策設備

〈上面〉

ネットで飛来物の衝突エ

ネルギーを吸収

〈側面〉

鉄板で貫通を阻止

設置前

設置後
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  ８月
なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

保健福祉室　☎ 67-2000

小浜病院

■乳幼児健康診査 　　　　　 1 日㈮

■すくすく広場 1日㈮

■離乳食教室 26 日㈫

■はぐはぐの会 19 日㈫

■女性限定健診

　保健福祉センターなごみ                31 日㈰

■一般健康相談 毎週木曜日

■ミニデイケア 22 日㈮

■心の健康相談 27 日㈬

戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成26年 6月 10日から
 　  平成 26年 7月 4日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

畑田　 真
しんすけ

輔 　     男　　 慎吾・真有美　　 名田庄井上

福尾　 鈴
すず

　 　　 女　　 健二・美佳　　　 成和

吉田　
りゅうと

飛           男　　 昌好・麻美　　　 南浦　　　　　

森口　徳
と く ま

馬　　   男　　 俊行・紗耶香　     名田庄下

    

大谷　はる美    　 90 歳　　    女　      川上

中尾　靜子　    　 90 歳　　   女　      岡安

田中　保一　　     87 歳　　   男　      福谷

長田　良雄　    　 80 歳　　   男　      万願寺

岡　市太郎　　     95 歳　　   男　      河村

民安　比登美　　 57 歳　　   女　      石山

早川　市男　　     90 歳　　   男　      名田庄三重

治部　光榮　　　 90 歳　　   女　      名田庄虫鹿野

田歌　文雄　　     88 歳　　   男　      名田庄中

塚本　照子　　     88 歳　　   女　      野尻

濵田　里子　　     91 歳　　   女　      青戸

時岡　永十郎　     88 歳　　   男　      １０の１区

藤井　みよ子　　 77 歳　　   女　      １１区

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ごめい福をお祈りします。

■乳幼児健康診査 29 日㈮

■すくすく広場　　                                                 8 日㈮

■離乳食教室 21 日㈭

■一般健康相談 毎週木曜日 

■ふれあいのつどい  20 日㈬

■心の健康相談 27 日㈬

   3 日（日） なごみ診療所   10 日（日）  常藤内科医院

 17 日（日） 若狭高浜病院   24 日（日）  堀口医院

 31 日（日） 若狭高浜病院

■納田終・井上・中地区 5日㈫ 14日㈭ 22日㈮

■坂本・西谷地区　　 1日㈮ 12日㈫ 21日㈭ 29日㈮

■下久田・久坂・下地区 7日㈭ 15日㈮ 26日㈫

■三重・小倉・美川地区 8日㈮ 19日㈫ 28日㈭

まちの人口
平成 26 年 7月 1日現在　　（　）は前月比

　総人口　　　　8,660　　　（ー１９）
　　男　　　　　4,226　　　（ー１１）
　　女　　　　　4,434　　　　（－８）
　世帯数　　　　3,216　　　（ー１０）

たかさご

 中谷　翼　　　　　　１３区
（中村） 香織　　　　 （小浜市）

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。
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◆
平
成
26
年
7
月
22
日
◆

広
報

広
報

こ
の
度
、
商
工
観
光
振
興
課
へ
異
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
な
る

と
）
で
す
▼
広
報
担
当
と
な
っ
て
か

ら
３
年
３
ヵ
月
、
こ
の
業
務
を
経
験

し
、
人
の
尊
さ
と
人
に
何
か
を
伝
え

る
こ
と
の
難
し
さ
を
強
く
感
じ
ま

し
た
▼
自
分
な
り
に
一
生
懸
命
町

の
事
を
学
び
、
広
報
担
当
に
な
る

前
よ
り
も
ず
っ
と
町
に
愛
着
が
持

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
▼
そ
れ

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、
町
を
良
く
す

る
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
拙
い
広
報
誌

に
３
年
間
以
上
お
付
き
合
い
い
た

だ
き
、
ま
た
、
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
▼
こ
れ
か
ら
も
広
報
担

当
と
広
報
お
お
い
に
ご
愛
顧
の
ほ
ど

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
（
な
る
と
）

　

は
じ
め
ま
し
て
、
今
月
号
か
ら
広

報
誌
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
さ
さ
）
で
す
▼
今
月
号
は
先
輩
の

（
な
る
と
）
さ
ん
に
だ
い
ぶ
手
伝
っ

て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
（
汗
）
▼
広

報
誌
を
書
き
終
え
て
「
自
分
の
住
ん

で
る
町
な
の
に
知
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
だ
な
ぁ
」
と
感
じ
ま
し
た
▼
こ

れ
か
ら
町
の
い
ろ
ん
な
行
事
を
取

材
し
て
勉
強
し
、
皆
さ
ん
に
広
報
お

お
い
を
よ
り
愛
読
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
！
（
さ
さ
）

地元の食文化には優れた先人の知
恵や思いがぎっしり。食への関心
をより高めていただくため、町の
伝承料理をご紹介します！

お講汁 ( 豆汁 )
おおい町名田庄中地区
問い合わせ先　農林水産振興課　☎ 77-1111

お
お
い
な
る
伝
統

門
野　

和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
名
田
庄
中
）

　私達の中区は、浄土真宗の信仰が厚く開祖の親鸞上人

や蓮如上人の布教の影響を受けた地域です。「報恩講」の

三日間と春秋の「彼岸の中日」の年５回、お溝汁 ( 豆汁 )

を作ります。お講は「お斎」を共にして門徒同志の絆を

深める場として開かれています。濃厚な大豆の味がとて

もおいしいです。

【材料 （5人分）】

○ 乾燥大豆　　　 1 合

○ サツマイモ　　 1 本

○ 里イモ　　　　 5 個

○ 厚揚げ　　　　 1 枚

○綿豆腐　　　　  1 丁

○しめじ　　　　  1 袋

○しいたけ　　　  5 個

○ネギ　　　　　  適量

○味噌　     60g ～ 70g　

○だしの素　　　 少々

【作り方】

※大豆は洗い、2倍半の水に一晩浸けておく。　　　　

①サツマイモは皮をむいてさいの目、サトイモは皮を

むき半月切り、厚揚げは短冊、しめじ、しいたけは適

当な大きさに、 豆腐はさいの目、ネギは小口切りにする。

②浸けておいた大豆の中へ味噌を少々入れ、水ごとミ

キサーにかける。これを２～３回繰り返す。③トロト

ロになった大豆を鍋に入れ、中火で常にかき混ぜなが

ら青臭みがなくなるまで煮る。④豆腐以外の具材を順

次入れ、弱火でかき混ぜながら煮る。煮えたら、だし

の素、味噌、豆腐、ネギを入れ、味をととのえる。


